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　有漢町ボランティアあじさいの会（会長　加藤淑子以下１３１名）では、７５歳以上の一人
暮らしの方や、寝たきりの方を対象に、誕生日プレゼントとして花鉢を贈り届けています。 
　この活動は赤い羽根共同募金の配分金を受けて行っているもので、今年も有漢町内９０名
の方に募金の善意で育った花鉢を届けます。 
　『いつまでもお元気で。暑い日が続くけど無理されんで。』との声かけに、受け取られた
みなさんの『笑顔』が返ってくる。この笑顔がボランティア活動の励みとなっています。 
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社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、今年度も『ふれあいサロン活動』
事業の申請受付を行っています。8月末現在の申請団体は、50団体です。 

中
野
地
区
　
サ
ロ
ン 

　
五
月
二
十
八
日
、
成
羽
町
中
野
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
、
中
野
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
会
員
八
名
が
集
ま
り
、
交

流
し
ま
し
た
。  

　
こ
の
中
野
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、

隔
月
に
新
聞
の
発
行
、
わ
ら
細
工
、

毎
月
地
域
の
行
事
予
定
表
の
作
成
、

友
愛
訪
問
等
の
ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て

生
き
が
い
づ
く
り
・
孤
立
の
予
防
を

行
っ
て
い
ま
す
。  

　
今
回
は
、
地
元
大
正
琴
グ
ル
ー
プ

と
倉
敷
市
児
島
の
大
正
琴
グ
ル
ー
プ

十
三
名
を
招
い
て
の
演
奏
会
を
、
地

域
の
高
齢
者
の
方
達
と
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
た
。  

　
そ
の
後
、
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、

和
や
か
な
雰
囲
気
の
も
と
交
流
を
深

め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
七
月
十
四
日
に
も
中
野
生

活
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
会
員

六
名
が
集
ま
り
、
地
域
の
八
十
歳
以

上
の
方
を
対
象
と
し
て
、
葉
書
に
暑

中
見
舞
い
の
絵
便
り
を
作
成
し
、
送

り
ま
し
た
。  

　
絵
便
り
に
は
季
節
の
花
や
野
菜
等

が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
お
り
、
会
員

が
一
枚
一
枚
気
持
ち
を
込
め
て
作
成

さ
れ
た
絵
便
り
ば
か
り
で
、
受
け
取

ら
れ
た
高
齢
者
は
大
変
感
激
さ
れ
喜

ば
れ
ま
し
た
。  

　 

地元大正琴グループと倉敷市児島の大正琴グループの協演を楽しむ会員ら 

たくさんの力作に笑顔もこぼれます 
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ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
事
業
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
安
心
し

て
い
き
い
き
と
し
た
生
活
が
で
き
る

よ
う
地
域
住
民
が
集
ま
っ
て
交
流
し
、

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
「
閉
じ
こ
も
り

予
防
」、「
生
き
が
い
づ
く
り
」、「
健

康
の
保
持
」、「
介
護
予
防
」、「
子
育

て
支
援
」
等
の
活
動
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
、
社
会
福
祉
法
人
高
梁
市

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
サ
ロ
ン
活
動

を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
に
つ
い
て

の
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
気

軽
に
本
所
地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



七
月
一
日
、
川
上
町
川
上
公
民
館
下
大

竹
分
館
で
、
福
祉
委
員
五
名
、
民
生
委
員

五
名
が
出
席
し
て
、
合
同
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、
高
齢
者
世
帯
、
高
齢

者
の
独
居
世
帯
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
る
地
域
に
お
い
て
、
安
全
で
安
心
な

生
活
を
守
る
に
は
、
福
祉
委
員
と
民
生
委

員
児
童
委
員
が
お
互
い
の
役
割
を
理
解

し
、
連
携
を
も
っ
て
地
域
福
祉
の
向
上
に

貢
献
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
、
ま
た

そ
の
た
め
に
は
何
を
す
れ
ば
良
い
か
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

各
町
内
会
の
現
況
説
明
後
、
意
見
交
換

を
行
い
、「
福
祉
委
員
は
身
近
な
と
こ
ろ

に
よ
く
目
が
届
く
の
で
、
し
っ
か
り
町
内

会
を
見
守
り
た
い
」
や
「
広
範
囲
な
見
守

り
や
行
政
関
係
の
連
絡
・
連
携
・
情
報
提

供
等
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
と
し
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福
祉
委
員
と
民
生
委
員
児
童
委
員
の
合
同
会
議
開
催

前
号
の
ふ
れ
あ
い
福
祉
で
「
福
祉
委
員
連
絡
会
総
会
」
を
特
集
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
、
川
上
町
と
有
漢
町
の
各
地
区
で
民
生
委
員
児
童
委
員
と

の
合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
の
台
風
九
号
に
伴
う
大
雨
に
よ
り
岡
山

県
に
お
い
て
家
屋
の
崩
壊
等
甚
大
な
被
害
が
発

生
し
、
多
く
の
方
々
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
内
に
お
い
て
も
土
砂
が
流
入
し
て
家

屋
等
に
被
害
を
受
け
た
と
い
う
報
告
も
数
件
あ

り
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
被
害
を
受
け
た
時
、
本
人
や
家

族
に
よ
る
復
旧
活
動
が
で
き
ず
、
ま
た
親
族
等

の
支
援
も
望
め
な
い
状
況
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
福
祉
委
員
や
近
所
の
人

達
が
協
力
し
て
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
家
屋
等
の
復
旧
活
動
を
し
た
場
合
に
、
社
会

福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
資
金

面
で
一
部
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
台
風
等
自
然
災
害
が
多
い
時
期
に

な
り
ま
す
が
、
ご
家
族
や
ご
近
所
等
で
被
災
に

見
舞
わ
れ
て
お
困
り
の
場
合
、
本
所
地
域
福
祉

課
又
は
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
既
に
他
の
制
度
に
よ
る
給
付
又
は

損
害
保
険
の
給
付
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
事
業

の
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。地

域
福
祉
課
（
1
２
２
―
７
２
４
３
）

有
漢
支
所
（
1
５
７
―
３
２
１
８
）

成
羽
支
所
（
1
４
２
―
２
０
０
５
）

川
上
支
所
（
1
４
８
―
９
７
７
０
）

備
中
支
所
（
1
４
５
―
３
１
３
１
）

て
、
福
祉
委
員
と
の
連
携
を
図
り
た
い
」

ま
た
「
各
種
研
修
会
等
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
福
祉
の
向
上
に
努
め
る
よ
う
に
し

よ
う
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

以
前
、
川
上
町
内
の
別
地
区
に
お
い
て

民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
合
同
会
議
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で
二
回
目
と
な
り

ま
し
た
が
、
委
員
か
ら
「
お
互
い
の
役
割

や
連
携
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
、
大
変

有
意
義
な
会
議
と
な
っ
た
。
今
後
も
定
期

的
に
機
会
を
設
け
た
い
」
と
い
う
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
十
五
日
に
川
上
公
民
館
仁

賀
分
館
で
、
同

月
二
十
日
に
川

上
公
民
館
上
大

竹
分
館
で
、
合

同
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

六
月
十
二
日
、
有
漢
町
有
漢
保
健

セ
ン
タ
ー
で
福
祉
委
員
二
十
二
名
、

民
生
委
員
九
名
が
出
席
し
て
合
同
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
か
ら
平
成
二
十
年
度
の
活
動
報

告
、
平
成
二
十
一
年
度
の
事
業
説
明

が
あ
り
、
そ
の
後
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

「
有
漢
地
区
で
は
地
域
の
世
代
交

代
が
進
み
つ
つ
あ
り
、
屋
号
で
は
、

ど
こ
の
家
か
が
わ
か
ら
な
い
と
い
う

状
況
で
、
地
域
の
繋
が
り
に
変
化
が

生
じ
始
め
て
い
る
。
そ
れ
を
し
っ
か

り
把
握
す

る
た
め
に

担
当
民
生

委
員
と
連

携
を
と
り

た
い
」
と

い
う
意
見

が
あ
り
ま

し
た
。

合同会議での活発な意見交換
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社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
夏

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
在
住
及
び
市
内

へ
通
学
し
て
い
る
生
徒
、
学
生
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
し
て
社
会
福
祉
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

六
月
二
十
七
日
に
高
梁
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
事
前
研
修
会
を
開
催
し
、
市

内
の
中
・
高
校
生
百
五
十
九
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

あ
た
っ
て
の
心
構
え
と
注
意
事
項
の
説

明
に
続
き
、
吉
備
国
際
大
学
社
会
福
祉

学
部
社
会
福
祉
学
科
三
年
の
中
古
な
か
ふ
る

知
沙

さ
ん
か
ら
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
私
」
と
題
し
て
体
験
発
表
が
あ
り
、

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
人
で
は
成
り
立
ち

ま
せ
ん
。
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
、
自

分
勝
手
な
行
動
は
せ
ず
、
人
と
の
関
わ

り
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加

者
へ
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
は
市
内
十
四
ヶ
所
の
福

祉
施
設
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体

の
担
当
者
と
活

動
日
時
・
内
容

に
つ
い
て
の
調

整
を
行
い
ま
し

た
。

七
月
二
十
八
日
、
高
梁
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
「
た
ん
ぽ
ぽ
会
」

に
よ
る
高
齢
者
栄
養
料
理
講
習
会

が
開
催
さ
れ
、
高
梁
中
学
校
の
生

徒
九
名
が
高
齢
者
と
一
緒
に
料
理

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
し
た
男
子
生
徒
達

か
ら
は
「
高
齢
者
の
方
は
料
理
が

と
て
も
上
手
で
、
ト
マ
ト
の
皮
む

き
や
ナ
ス
の
切
り
込
み
を
入
れ
る

こ
と
を
教
わ
り
ま
し
た
」
や
「
自

分
た
ち
で
料
理
が
作
れ
た
の
で
、

家
に
帰
っ
て
両
親
に
作
っ
て
あ
げ

よ
う
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
生
徒
達
と
高
齢
者
は

和
や
か
に
会
食
を
し
、
ま
た
コ
ー

ラ
ス
部
に
よ
る
歌
の
披
露
で
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

事前研修会のようす

体験発表をする中古さん

高齢者栄養料理講習会での
活動のようす　

グリーンヒル順正での
活動のようす

様
々
な
経
験
と

人
と
の
関
わ
り
を
求
め
て

事
前
研
修
会

八
月
十
七
日
、
十
八
日
の
二
日

間
、
高
梁
中
学
校
の
生
徒
二
名
が
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
グ
リ
ー
ン

ヒ
ル
順
正
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
施
設
入
所
者
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
と
健
康
体
操

や
ビ
リ
ヤ
ー
ド
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム

等
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
し
た
女
子
生
徒
か
ら
は

「
高
齢
者
の
方
と
話
を
し
た
り
ゲ

ー
ム
を
し
て
本
当
に
楽
し
か
っ

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
本
当
に
大

変
だ
っ
た
が
う
れ
し
い
事
も
た
く

さ
ん
あ
っ
て
、
自
分
に
と
っ
て
す

べ
て
が
充
実
し
た
二
日
間
で
し

た
。
今
後
の
自
分
の
生
活
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
活
か
し
た
い
」

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

事前研修会で活動の調整を行った生徒たちは、各自の希望する施設や団体で活動を行いました。
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八
月
五
日
、
有
漢
中
学
校
の
生
徒

七
名
が
介
護
老
人
福
祉
施
設
有
漢
荘

で
三
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

初
日
は
施
設
内
で
夏
祭
り
が
開
催

さ
れ
、
生
徒
達
は
積
極
的
に
入
所
者

の
補
助
や
夏
祭
り
の
手
伝
い
を
行
い

ま
し
た
。

ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
で
は
入
所
者
が
取

り
や
す
い
よ
う
に
手
伝
っ
て
あ
げ
、

取
れ
た
ら
一
緒
に
な
っ
て
手
を
た
た

い
て
喜
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。

今
回
参
加
し
た
女
子
生
徒
か
ら
は
、

「
職
員
の
方
が
行
っ
て
い
る
施
設
の
清

掃
や
入
所
者
の
介
護
を
毎
日
さ
れ
て

い
る
の
は
本
当
に
す
ご
い
」
や
「
自

分
が
や
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
入
所

者
の
方
が
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
か

ら
、
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
け
ど
や
り

が
い
が
あ
っ
た
」
等
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

有漢荘での
活動のようす

七
月
十
八
日
、
高
梁
中
学
校
の
生

徒
三
名
が
落
合
保
育
園
で
保
育
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
園
庭
で
遊
ん
だ
り
シ

ャ
ワ
ー
で
水
浴
び
し
た
後
、
給
食
を

一
緒
に
食
べ
ま
し
た
。

今
回
、
参
加
し
た
男
子
生
徒
か
ら

「
園
児
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
わ

か
ら
な
く
て
、
保
育
士
と
い
う
仕
事

は
本
当
に
大
変
だ
と
感
じ
た
」
や

「
保
育
園
は
、
園
児
た
ち
と
た
だ
遊
ぶ

だ
け
で
は
な
く
て
、
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
楽
し
く
遊
べ
る
よ
う
に
常
に

考
え
て
行
動
し
な
い
と
い
け
な
い
」

等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
園
児
た
ち
と
一
緒
に
遊
べ

て
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
も
あ

り
、
充
実
し
た
夏
ボ
ラ
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

落合保育園での活動のようす

活
動
を
終
え
た
生
徒
達

は
、
八
月
二
十
一
日
に
高

梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
事
後
研
修
会

に
参
加
し
、
活
動
中
の
悩

み
や
喜
び
を
参
加
し
た
仲

間
た
ち
と
分
か
ち
合
う
と

と
も
に
、
今
後
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
へ
の
期
待
や

抱
負
に
つ
い
て
話
し
合
い 事後研修会のようす

ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
の
一
人
は
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を

学
び
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

人
の
心
を
育
て
ま
す
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
貴
重
な
体
験
の
場
を
提
供

い
た
だ
い
た
受
入
施
設
の
方
か
ら

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の

認
識
や
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
は
次
年
度
の
事

業
実
施
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ボランティアの体験発表をする生徒達

多
く
の
出
会
い
と

貴
重
な
体
験
を
振
り
返
る

事
後
研
修
会



シルバー人材センターのしくみは？ 

（家庭・企業・ 
　公共団体等） 

仕事を 
依頼する人 

おおむね 
60歳以上の健康で 
働く意欲のある人 

会  員 

事 務 局 

希望する 
職種の登録 

業務依頼 

完了報告 

配分金の支払い 

シルバー活動 

草刈、軽作業的な 
仕事の依頼 

　   仕事の引き 
受け、 契約内容 
の確認、請負 

完了報告 

契約金の支払い 

1

4

6

9

5

2

3

7

8

知識 
経験 技術 

技能 

●あなたの能力を生かしてみませんか
シルバー人材センターはみなさんの今日まで

培ってきた技量や豊かな経験を生かして地域の
ために役立てようとするものです。

●あなたの健康づくり、生きがいづくりに
①「働くことで生きがいを見出したい」
②「仕事を通じて仲間づくりをしたい」
③「働きながら、今後も社会参加したい」
④「何らかの収入を得たい」
と思われている方、シルバー人材センターはそ
んな皆さんのお手伝いをさせていただきます。

第27号

（6）

働く意欲のある高齢者の自主的な
会員組織です。高齢者が働くことを
通じて、健康を保持し、生きがいを
持ち、地域社会に貢献し、「自主・自
立・共同・共助」の理念を基本とし
ています。

※営利を目的としない公益団体です。

草刈のようす

①おおむね60歳以上で、健康で働く意欲がある人。
②シルバー人材センターの主旨に賛同して入会説明を受け、
「就業承諾書・入会申込書」を提出された人。
③社会福祉法人　高梁市社会福祉協議会会長の入会承認が必要です。
以上①～③の条件を満たした人がシルバー会員となれます。

「シルバー人材センター」は高齢者の『知識』、『経験』、『技術』、
『技能』を発揮する場を提供しています。

高
梁
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
様
々
な
職
種
で
高
梁
の

ま
ち
を
元
気
づ
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
シ
ル
バ
ー
会
員
の
活
躍
ぶ
り

も
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



第27号
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認
知
症
が
見
え
は
じ
め
た
方
、
知

的
･
精
神
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど
を
対

象
に
、

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
相
談
援
助

・
日
常
的
金
銭
管
理

・
書
類
等
の
預
か
り

な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
課
又
は
各
支
所
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

次
の
よ
う
な
こ
と
で
困
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。

1
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
け

れ
ど
、
手
続
き
の
仕
方
が
わ
か
ら

な
い
。

2
銀
行
で
お
金
を
下
ろ
し
た
い
け
れ

ど
、
自
信
が
な
い
…
。

3
通
帳
や
印
鑑
を
ど
こ
に
保
管
し
た

か
わ
か
ら
な
い
…
。

あなたの豊かな知識と経験を、 
社会のために、誰かのために 
活かしてください！ 

☆お気軽にご相談ください！ 

＊高梁地区　1@27243　＊有漢地区　1%73218 
＊成羽地区　1$22005　＊川上地区　1$89770 
＊備中地区　1$53131 

お問合せ先  
 

そうねえ。  
やりましょうか。 

シルバーやって 
みようかのう。 

他にもこんな仕事があります。 障子・網戸張替え、大工、自動車運転、 賞状等筆耕、駐輪場管理、配布等 

シルバー会員は高梁市内で活躍しています。 

草取作業 

草刈業務 
選挙入場券 
袋詰業務 

広報紙等 
仕分業務 

屋内軽作業 植木剪定業務 

そんな 
時には 



平成21年度　共同募金配分団体一覧表 （代表者名　敬称略）

高梁地域老人クラブ 

有漢地域老人クラブ 

成羽地域老人クラブ 

川上地域老人クラブ 

備中地域老人クラブ 

高梁長寿会 

高梁市身体障害者福祉協会有漢分会 

高梁市身体障害者福祉協会成羽分会 

高梁市身体障害者福祉協会川上分会 

高梁市身体障害者福祉協会備中分会 

高梁地域民生委員児童委員協議会 
 

高梁地区民生委員児童委員協議会 

有漢地区民生委員児童委員協議会 

成羽地区民生委員児童委員協議会 

川上地区民生委員児童委員協議会 

笠谷　和男 

戸田　義武 

宗岡　　猛 

森下　昌昭 

高前　政治 

手塚　幸恵 

上森　　武 

流田　治男 

高岡　芳夫 

小林　富男 

山本都久子 
 

山本都久子 

江田　睦雄 

加藤　隆志 

宮f　正弘 

団　体　名 代表者名

高齢者の健康保持、生きがいづくりに高齢者スポーツ大会の開催 

高齢者の健康づくり、仲間づくりとしてグラウンドゴルフ大会の開催 

高齢者の健康づくり、仲間づくりとしてスポーツ大会の開催 

健康保持、相互の親睦を深めるため、ゲートボール、ペタンク等実施 

生きがいづくりや健康増進のため、高齢者グラウンドゴルフ大会の実施 

毎月隔週に紺屋川美観地区の清掃、毎週中央公園の清掃等の実施 

会員の親睦、健康増進を図るためグラウンドゴルフ大会の実施 

会員の相互の親睦を図り、一致協力し、その障害を克服し自立更正を図った 

身体障害者相互の親睦を図り、自己を高めると共に会員の更正、福祉の向上に資するための活動展開 

障害者の社会参加と健康管理を目的として身体障害者スポーツ大会の開催 

民生児童委員制度の基本精神に則り、活動強化について調査・研究につとめ住民福祉の増進に 

期するため研修会の開催 

地区内の７０歳以上の在宅一人暮らしの方に敬老の日及び秋の彼岸にちなみ「おはぎ」を手作りし、訪問した 

一人暮らし高齢者のふれあいの場を創設し、高齢者の福祉の向上を図るためふれあいサロンの実施 

地域福祉、社会福祉の向上と高齢者、障害者の自立支援を図った 

住民福祉の増進に必要な調査・研究の実施 

主　な　活　動　内　容

　（　次頁に続く） b

7月29日、高梁総合福祉センターで「平成２１年度共同募金配分金交付式」が開催され、
今年度は市内の49団体に交付されました。配分金額は合計で354万円でした。

皆さんからいただいた募金は、次のような流れで社会福祉法人高梁市社協へ配分があります。

募金・配分金の流れ 
当　該　年　度 翌　　年　　度

岡山県共同募金会 

岡山県共同募金会　高梁市支会 

高梁市民等 

福祉サービス等を実施 

高梁市社協に配分 

社会福祉法人 
高梁市社会福祉協議会 

共同募金配分金事業として 
各種団体等に助成 

　　配分決定、送金  
前年度の目標額の半分＋目標額を超
過した募金額全額（ただし、目標額を
下回ると募金額の半分）が社協配分と
して岡山県共同募金会から高梁市支
会に送金 

　　目標額を県
共同募金会が算
出する。 

　　募金送金  
共同募金会高梁
市支会から岡山
県共同募金会に
全額を送金 

　　募金の
協力（戸別、
法人、街頭、
職域、募金箱
等募金） 

　　目標額に基づき
民生委員や各種ボ
ランティア団体等の
協力を得ながら、募
金活動を展開する。 

配分助成団体 

8

7

6

54

32

1

第27号

（8）



赤い羽根共同募金配分金交付式のようす

平成21年度　共同募金配分団体一覧表 （代表者名　敬称略）

備中地区民生委員児童委員協議会 

ことばを育てる親の会 

高梁市子ども会連合会（運営補助） 

高梁市子ども会連合会（活動補助） 

つくし母親クラブ 

川上町親子クラブつくし会 
 

おはなしたまてばこ 

高梁市福祉運転ボランティアの会 

運転ボランティア有漢の会 

運転ボランティア成羽の会 

ハッサンズ 

有漢町ボランティアあじさいの会 

子育てボランティアうぐいす 

給食ボランティア坂本婦人会 

給食配送グループ上大竹 

高山地区ボランティア 

地頭給食配送ボランティア 

仁賀地区ボランティア 

三沢ボランティア 

備中町ヘルスボランティア 
 

高梁地区民生委員児童委員協議会 

津川地区社会福祉協議会 

川面地区社会福祉協議会 

巨瀬地区社会福祉協議会 

中井地区社会福祉協議会 

玉川地区社会福祉協議会 

宇治地区社会福祉協議会 

松原地区社会福祉協議会 

高倉地区社会福祉協議会 

落合地区社会福祉協議会 

有漢地区社会福祉協議会 

成羽地区社会福祉協議会 

川上地区社会福祉協議会 

備中地区社会福祉協議会 

田中猪三郎 

平松　琴美 

西田　洋文 

西田　洋文 

岩本　幸子 

佐倉亜季子 
 

常浦美和子 

中島　　求 

梶田　敏一 

田村　善未 

川上　優子 

加藤　淑子 

渡辺　功子 

樋口フサ江 

宮f　正弘 

佐倉　祐一 

池田　　宏 

山室　敦子 

中西　昭博 

中迫　貞子 
 

山本都久子 

難波　　崇 

平野　　剛 

島田　裕章 

逸見　信之 

川上　博隆 

川崎　幹子 

森兼　國廣 

吉森　光男 

関　　安之 

吉岡　伸子 

加藤　隆志 

森下　昌昭 

田中猪三郎 

団　体　名 代表者名

住民福祉の増進のため学習会及び情報交換会学習の実施 

特別支援教育に関心を持つ保護者等が手を結び、悩みや問題を解決するための講演会等の実施 

子ども会の自主的な活動を促進し、幼児・児童・生徒の健全育成に寄与するため交流活動の実施 

子ども会の自主的な活動を促進し、幼児・児童・生徒の健全育成に寄与するため交流活動の実施 

親と子、子供同士、地域との交流等により児童の健全育成するための講演会、研修会の実施 

子供同士、親同士、親子等のふれあいを通じて親睦を深め、地域で健やかな子供の育成と共に、 

子供や家庭・地域の健康問題に取り組む 

子ども達へのお話の語りを中心として絵本の読み聞かせ等の実施 

 

　　生活支援と通院送迎及び福祉団体の研修等への送迎 

 

子供から高齢者の方々を対象に、劇・講和・歌・ゲーム等を通じて、参加実践型での活動実施 

有漢地域の75歳以上の一人暮らし等の方に年間を通して友愛訪問し、安否確認、見守りを行った 

健診時や行事での託児、絵本の読み聞かせ、子育てボランティアを行い、交流を深めた 

食事訪問を通じての給食サービスや心のふれあいを深めるための料理教室の実施及び研修等の実施 

 

 

　　手作りのお弁当を一人暮らし老人宅に届ける友愛訪問の実施 

 

 

高齢者に対する訪問活動を推進すると共に会員相互の親睦を図るために配食・会食サービスの実施 

及び訪問活動 

 

 

 

 

 

 

 

主　な　活　動　内　容

地区内における福祉ニーズに

対応し、地域住民の手により、

『ささえあい・たすけあい』

の住みよい地域社会の実現に

取り組む事業の推進 

第27号
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赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
は
、
時
代
に
よ
り
変

遷
し
な
が
ら
明
る
い
住
み
よ
い
地
域
社
会
づ
く
り

を
目
標
に
全
国
で
永
年
に
わ
た
り
募
金
活
動
が
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

募
金
に
参
加
さ
れ
た
皆
様
も
一
人
ひ
と
り
の
小

さ
な
善
意
が
募
金
活
動
を
通
じ
、
明
る
く
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
喜
び
と
誇
り
を
感

じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
皆
様
の
奉

仕
に
よ
る
「
た
す
け
あ
い
・
さ
さ
え
あ
い
」
活
動

に
よ
り
、
多
く
の
市
民
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、
相
互

に
助
け
合
う
互

助
の
美
し
い
姿

が
こ
の
高
梁
の

あ
ら
ゆ
る
と
こ

ろ
で
見
ら
れ
た

こ
と
に
私
は
大

変
感
激
し
て
お

り
ま
す
。

そ
の
思
い
の

こ
も
っ
た
募
金

こ
そ
貴
重
な

『
浄
財
』
で
あ
り
、

募
金
に
参
加
さ

れ
た
皆
様
の

『
心
』
を
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
肝
に

銘
じ
て
い
ま
す
。

今
回
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
配
分
金
と
し
て
三

百
五
十
四
万
円
を
四
十
九
団
体
に
お
贈
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
年
々
、
地
域
づ
く
り
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
活
発
化
し
て
お
り
、
配
分
希

望
団
体
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
十
分
ご
理
解
を
い
た
だ

け
る
よ
う
、
適
切
な
配
分
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
平
田
　
重
光
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運
動
会
を
開
催

巨
瀬
地
区
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

七
月
三
十
日
、
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
内
で
、
運
動
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
巨
瀬
町
柳
上
・
下
、
川

西
地
区
等
の
利
用
者
十
二
名
が
二
手
に

分
か
れ
て
の
白
熱
し
た
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
で
使
用
さ
れ
た
道
具

は
、
職
員
の
手
作
り
に
よ
る
も
の
で
、

簡
単
に
見
え
て
意
外
に
コ
ツ
が
要
る
も

の
ば
か
り
の
力
作
揃
い
で
、
利
用
者
も

四
苦
八
苦
し
な
が
ら
の
競
技
で
し
た

が
、
利
用
者
の
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー
に

終
始
『
笑
顔
』
一
杯
の
運
動
会
と
な
り

ま
し
た
。
巨
瀬
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
は
、
季
節
ご
と
に
様
々
な
行
事
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
　
梁

競技を楽しむ利用者たち

お
し
め
た
た
み
音
楽
隊
来
訪

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

七
月
二
十
九
日
、
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

『
お
し
め
た
た
み
音
楽
隊
』
の
訪
問
が
あ

り
、
利
用
者
三
十
九
名
は
、
初
め
て
聴

く
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
に
よ
る
曲
当
て
ク
イ
ズ

を
し
た
り
、
利
用
者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に

応
え
ナ
ツ
メ
ロ
が
披
露
さ
れ
た
り
、
ま

た
進
行
の
ト
ー
ク
も
楽
し
く
、
時
間
の

経
つ
の
も
忘
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

川
　
上

マンドリンの音色を楽しむ利用者たち

幼
稚
園
児
と
お
や
つ
で
交
流

川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ

七
月
十
四
日
、
川
上
保
健
セ
ン
タ
ー

で
川
上
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
十
八
名

が
川
上
幼
稚
園
児
四
十
五
名
と
昔
の
お

や
つ
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
柏
餅
と
ち
ま
き
の
作
り

方
を
説
明
し
た
後
、
一
緒
に
わ
き
あ
い

あ
い
と
作
り
ま
し
た
。

蒸
し
あ
が
る
ま
で
の
間
、
園
児
た
ち

に
よ
る
お
遊
戯
で
会
員
達
に
も
自
然
に

笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
童
心
に
返
っ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
員
で
柏
餅
と
ち
ま
き
を

食
べ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
か
ら
「
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
作
っ
た
柏
餅
は
お
い

し
い
」
や
「
も
っ
と
ち
ま
き
を
い
っ
ぱ

い
食
べ
た
い
」
の
声
に
会
員
の
喜
び
も

ひ
と
し
お
で
し
た
。

川
　
上

園児と一緒に柏餅づくり

湯
野
子
ど
も
神
楽
育
成
会
来
訪

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

八
月
二
十
一
日
、
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
湯
野
子
ど
も
神
楽
育
成

会
の
メ
ン
バ
ー
八
名
の
訪
問
が
あ
り
ま

し
た
。

神
楽
好
き
の
利
用
者
か
ら
の
要
望
に

応
え
、
今
年
も
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み

を
利
用
し
て
の
訪
問
で
、
当
日
は
猿
田

彦
の
舞
、
大
国
主
の
命
の
舞
の
ほ
か
素

戔
鳴
の
命
の
舞
等
を
披
露
。

利
用
者
た
ち
か
ら
は
、「
い
つ
見
て
も

神
楽
は
い
い
」
や
「
よ
く
練
習
で
き
て

い
る
」
の
感
想
が
あ
り
、
目
に
涙
す
る

利
用
者
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

備
　
中

子ども神楽を楽しむ利用者たち

利
用
者
は
毎
回
、
色
ん
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
の
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。



今回も皆さんのこころ温まる作品ばかりです。 
第２回目は、巨瀬デイサービスセンターの利用者の作品を掲載します。 

しじみの貝殻で作っています。 

福祉施設の作品展示コーナー 福祉施設の作品展示コーナー 

弁当の容器とヤクルトの容器で作っています。 

卵の殻で作っています。 

これらの作品は、巨瀬デイサービスの利用者の方々の共同作業による作品です。 
廃材をリサイクルして、一つ一つの作品を皆んなで一生懸命作りました。 

ほ
お
ず
き 

赤 

富 

士 

鯉
の
瀧
登
り 
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昨年の募金活動のようす

十
月
一
日
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い

羽
根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、

○
福
祉
施
設
の
整
備
支
援

○
福
祉
団
体
事
業
の
支
援

○
地
域
福
祉
活
動
事
業
の
支
援

○
在
宅
福
祉
事
業
の
支
援

○
障
害
者
作
業
所
の
支
援

○
福
祉
車
両
購
入
の
支
援

な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
皆
様
の
温
か
い
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
各
戸
募
金
や
街
頭
募
金
、

バ
ッ
ジ
募
金
、
法
人
募
金
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
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平成21年度 

福
祉
総
合
相
談 

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
相
談 

常
任
相
談
員 
心
配
ご
と
相
談
員 

心
配
ご
と
相
談 

身
体
障
害
者 

相
　
談
　
員 

身
体
障
害
者 

相
　
　
　
談 

 
高梁本所 
 
有漢支所 
成羽支所 
川上支所 
備中支所 
 
高梁本所 
 

有漢支所 
 
成羽支所 
 
川上支所 
 
備中支所 
 
高梁本所 
 
有漢支所 
成羽支所 
川上支所 
備中支所 

26日（月） 
７日、14日、21日、28日（水） 
高梁総合福祉センター 
 
 
 
 
２日、16日（金） 
８日、22日（木） 
高梁総合福祉センター 
21日（水） 
有漢農業構造改善センター 
23日（金） 
中生活改善センター 
 
 
28日（水） 
備中高齢者生活福祉センター 
１日（木） 
高梁総合福祉センター 

９日（月） 
４日、11日、18日、25日（水） 
高梁総合福祉センター 
 
 
 
 
６日、20日（金） 
12日、26日（木） 
高梁総合福祉センター 
18日（水） 
有漢ふれあいセンター 
27日（金） 
成羽総合福祉センター 
20日（金） 
川上保健センター 
 
 
５日（木） 
高梁総合福祉センター 

種　別 区　分 10　　月 11　　月 
担　当 
相談員 

※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。 
☆相談時間　10：00～15：00

☆相談予約・問合せ 
高梁本所　1@27243　　有漢支所　1%73218　　成羽支所　1$22005 
川上支所　1$89770　　備中支所　1$53131

年
度
当
初
よ
り
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
ま
す
賛
助
会
費
に
つ
い
て
、

現
在
多
く
の
方
か
ら
会
員
制
度
の
趣

旨
に
ご
理
解
ご
賛
同
賜
り
、
会
費
の

納
入
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
貴
重
な

浄
財
は
、
会
員
制
度
の
趣
旨
の
と
お

り
高
梁
の
地
域
福
祉
の
た
め
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
福
祉
委
員
を
通

じ
て
、
賛
助
会
員
へ
ご
賛
同
い
た
だ

け
る
方
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。「
さ

さ
え
あ
い
･
た
す
け
あ
い
」
と
地
域

福
祉
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
、

市
民
皆
様
に
賛
助
会
員
加
入
へ
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
●普通会員
高梁市民　　 １口　1,000円
●法人会員
市内の事業所を含む法人等

１口　3,000円
●ふるさと会員
市外居住者　 １口　3,000円
●特別会員
特別な協力者 １口　5,000円
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社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成21年7月と8月にいただいたご寄付についてお知らせ
します。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
和
田
町
　
藤
井
　
晴
香

（
故
・
美
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
小
見
山
邦
子

（
故
・
始
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
通
　
渡
邉
　
　
好

（
故
・
麗
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
宮
本
　
貞
夫

（
故
・
操
様
の
ー
）

金
一
封
　
弓
之
町
　
小
野
　
　
優

（
故
・
梅
代
様
の
ー
）

五
万
円
　
原
田
北
町

笹
田
　
　
誠

（
故
・
昭
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
行
藤
　
幸
治

（
故
・
八
千
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
内
藤
　
正
則

（
故
・
愛
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
太
田
井
幸
一

（
故
・
縫
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
福
本
　
隆
一

（
故
・
貞
子
様
の
ー
）

十
万
円
　
新
　
町
　
廣
兼
　
昭
夫

（
故
・
安
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
鞠
子
　
政
治

（
故
・
操
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
中
村
　
美
子

（
故
・
き
ち
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
小
森
　
正
行

（
故
・
懋
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
高
下
町

川
原
　
裕
子

（
故
・
待
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
御
前
町
　
福
本
　
広
美

（
故
・
優
様
の
ー
）

五
万
円
　
津
川
町
　
仲
村
　
健
継

（
故
・
健
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
渡
辺
　
　
奨

（
故
・
津
義
様
の
ー
）

金
一
封
　
原
田
北
町

笹
田
キ
ヨ
コ

（
故
・
善
二
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
浅
田
　
英
夫

（
故
・
春
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
町
　
仁
科
　
教
雄

（
故
・
一
成
様
の
ー
）

金
一
封
　
吉
備
中
央
町

尾
x
二
三
子

（
故
・
信
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
佐
藤
　
　
栄

（
故
・
勝
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
渡
辺
　
義
英

（
故
・
芳
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
小
林
　
弘
明

（
故
・
亀
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
原
町
　
長
谷
川
輝
雄

（
故
・
勝
美
様
の
ー
）

金
一
封
　
新
　
町
　
斉
藤
　
紘
一

（
故
・
ミ
ツ
様
の
ー
）

金
一
封
　
横
　
町
　
中
島
　
和
子

（
故
・
泰
三
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
藤
井
　
一
矢

（
故
・
愛
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
平
井
　
政
子

（
故
・
明
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
横
山
　
基
晴

（
故
・
国
雄
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封
　
津
川
町
　
中
村
　
美
子

（
故
・
き
ち
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
浅
田
　
英
夫

（
故
・
春
子
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
福
本
　
隆
一

（
故
・
貞
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
小
林
　
弘
明

（
故
・
亀
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
平
井
　
政
子

（
故
・
明
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
宮
本
　
　
進

（
故
・
美
保
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
松
森
　
　
真

（
故
・
豊
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
内
藤
　
正
則

（
故
・
愛
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
　
　
節
夫

（
故
・
と
し
ゑ
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
太
田
井
幸
一

（
故
・
縫
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
　
　
喜
吉

（
故
・
松
野
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
渡
辺
　
　
奨

（
故
・
津
義
様
の
ー
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
大
森
　
節
夫

（
故
・
八
重
子
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
宮
本
　
貞
夫

（
故
・
操
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
宮
脇
　
道
雄

（
故
・
良
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
徳
永
　
艶
子

（
故
・
仁
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
藤
井
　
　
誠

（
故
・
萬
壽
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
河
原
　
伸
治

（
故
・
紀
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
戸
田
　
芳
男

（
故
・
と
め
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
秋
庭
　
信
行

（
故
・
美
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
平
岡
　
邑
一

（
故
・
佐
和
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
藤
本
　
昭
仁

（
故
・
勝
男
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
星
　
原
　
平
松
　
孝
司
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（
故
・
文
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
坂
　
本
　
大
原
　
義
憲

（
故
・
政
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
羽
　
山
　
本
倉
　
省
吾

（
故
・
婦
美
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
星
　
原
　
宮
本
　
サ
ナ

（
故
・
和
久
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
宮
本
　
　
亮

（
故
・
浩
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
日
名
　
渡
辺
　
行
江

（
故
・
哲
朗
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
井
上
　
　
孝

（
故
・
嗣
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
西
林
　
昌
昭

（
故
・
司
郎
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
土
井
　
啓
正

（
故
・

子
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
丸
山
　
信
男

（
故
・
正
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
佐
々
木
　
正

（
故
・
増
惠
様
の
ー
）

金
一
封
　
茨
木
市
　
藤
井
　
章
徳

（
故
・
郁
也
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
平
井
　
康
徳

（
故
・
ミ
サ
ヲ
様
の
ー
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
竹
田
　
節
夫

（
故
・
政
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
七
　
地
　
西
島
　
　
修

（
故
・
勉
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
大
森
　
正
和

この広報紙は再生紙を使用しています。 

（
故
・
十
四
夫
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
玉
野
市
　
平
岡
　
俊
次

（
故
・
保
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
山
本
　
武
夫

（
故
・
喜
昌
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
三
浦
　
哲
雄

（
故
・
治
朗
様
の
ー
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
大
塚
　
　
明

（
故
・
ヨ
シ
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
江
草
　
光
政

（
故
・
治
利
様
の
ー
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
三
〇
二
・
三
〇
三
回
目
）

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
一
般
寄
付
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
宮
本
一
二
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
美
咲
町
　
大
釜
　
晴
子

（
捜
索
活
動
の
お
礼
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
石
井
　
政
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
小
室
　
　
進

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
鷲
塚
　
秋
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
塚
本
　
壽
栄

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
河
原
　
澄
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
地
　
頭
　
田
口
　
隆
志

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
曽
川
　
洋
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
実
森
　
勝
代

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
大
田
　
光
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
杉
本
　
雄
二

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
森
本
　
純
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

二
八
、
一
〇
六
円
　
地
　
頭

傷
痍
軍
人
会
川
上
支
部
同
妻
の
会

（
会
の
解
散
に
伴
い
）

金
一
封
　
高
　
山
　
渡
辺
　
節
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
（
お
見
舞
い
お
礼
））

金
一
封
　
下
大
竹
　
川
上
フ
ミ
エ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
西
　
山
　
谷
奥
　
幹
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
西
油
野
　
内
田
　
聖
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
平
　
川
　
石
井
　
博
明

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

八
月
十
四
日
、
社
会
福
祉
法
人

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員

有
志
二
十
二
名
が
、
備
中
松
山
踊

り
の
団
体
連
に
初
参
加
し
ま
し

た
。
全
職
員
の
約
四
分
の
一
の
人

数
で
し
た
が
、「
一
生
懸
命
」
か

つ
「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
元

気
よ
く
踊
っ
た
結
果
、
初
出
場
で

『
特
別
賞
』
と
い
う
大
変
あ
り
が

た
い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
今
回
の
一
番
の

収
穫
は
、
地
域
に
出
て
市
民
の
皆

さ
ん
と
同
じ
輪
の
中
で
踊
る
こ
と

で
、
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、『
高
梁
市
』
と
い
う
一

つ
の
輪
を
作
る
た
め
に
、
一
人
ひ

と
り
が
し
っ
か
り
手
を
繋
ぎ
、

『
皆
で
同
じ
方
向
を
向
き
、
連
携

し
て
い
く
大
切
さ
』
を
今
回
の
踊

り
を
通
じ
て
再
認
識
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域
福
祉

活
動
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

七
月
十
五
日
発
行
（
第
二
十
六

号
）
に
お
い
て
掲
載
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

◆
五
ペ
ー
ジ

会
費
を
財
源
と
し
た
事
業
で

主
な
事
業
内
容
中

（
誤
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
助
成
（
75
団
体
）

（
正
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
助
成
（
９
団
体
）

◆
十
一
ペ
ー
ジ

福
祉
施
設
の
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

（
誤
）
作
　
藤
井

寿
子
さ
ん

（
正
）
作
　
藤
本

寿
子
さ
ん

◆
十
三
ペ
ー
ジ

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

（
誤
）

金
一
封
　
落
合
町
　
河
原

孝
助

（
正
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
原

孝
助


